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事 合 95 
































、 ，｝?? 日本外科 i"（曲第八巻第一規
節、足闘節ハ10代最モ多ク．庁村L骨、肋什．胸骨、胸鎖関節ハ20代＝多シの fi,J詳細ハ他日
祇上＝報告スベシト附言ス。









Kiilもe,schlechte Fii.sspflege，及ピ Diarr hoeニ師セシメタリ。猫腰！＼！：：交感神経節切除術
式＝モ論及シ‘従来ノj同腹的術式ニヨラズ我々ノ提唱セル外腹膜術式gpチ副直腹筋切開＝





































































































12. 腎臓ノ一時的血行障碍エ閲スJI,.研究 京都 鈴江瑞穂
依席






























15・ 腸管内殺菌作用ノ本態二関スJI,.研究 京都 藤 田 ヲ主主L 
依I市 カH，藤 日月 敏



















京都 鬼 }j[ 惇 J
』昼 曾 101 
































































弛張熱ナリ。 9月 ll日頃＝至リ右股閲節疹痛ハ極快セJレモ右下肢＝知覚障特ヲ3fEシ、 Im
モナク勝耽直腸障害現レ、高盤沈『晶、導尿ヲ必要トスル＝至レリ。ゾノ後数日＝シテl隣以
下ノ知畳及運動障害現レ．全身＝浮腫及ピ！限度ノ µ叫茸ヲモ生ゼルヲ ~.E ム。





















































25.議腹膜嚢腫ノ一例 大:!i. 奥村哲 三 郎
患 者。 30歳ノ：女子。
患者ハ生来虚弱＝シテ感冒＝擢ル事往々アリキト。本年8月頃右季肋部＝約小児頭大ノ
腫腐アJレヲ気付キタレドモ自費痛ナキヲ以テ放置セリ。然ルニ本年9月頃ヨリ全身倦怠感．
腰痛、下痢、該瞳将増大ヲ訴ヘシヲ以テ鶴治ア乞ヘリ、腸ノ「レJ繰検査＝テ廻盲部＝孤立
性瞳1募アノレヲ認メ、廻盲部『易章者援ナラント手術施行セリ。開腹スル＝廻盲部＝著饗ナク、
後援膜部＝テ周園組織ト何等ノ連絡索僚ヲ有セザJレ孤立性嚢腫ナリキ。各種ノ細織率的恰
省ノ結果、コハ恐ラク孤立性後腹膜淋巴睦ヨリ費生セルナルベシ。
(25番以下次枕）
